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長浜市下水道施設

老朽化の現状

長浜市における整備済みの下水道管延長 約１，０９６ｋｍ
（内公共下水道 ８６３ｋｍ 農業集落排水 ２３３ｋｍ

公共下水道事業 昭和５８年事業認可 平成３年供用開始

農業集落排水事業 昭和５７年事業認可 昭和６０年供用開始

整備後30～40年経過 328ｋｍ（総延長の約30％）



長浜市下水道施設

耐震化の現状

長浜市では重要施設に接続する管路約８３ｋｍの管路のうち
約２７ｋｍの管路が耐震化済み（耐震化率３３％）

耐震化済
33%

未耐震化
67%

重要な施設に接続する管路

重要な施設に接続する管路の耐震化状況



長浜市地震
ハザードマップ



長浜市下水道施設

維持・管理の実施状
況

長浜市ストックマネジメント計画



国の動向



滋賀県汚水処理事業広域化・共同化計画

長浜市の取り組み

（ハード事業）
計画に基づき農業集落排水施設を公共下水道へ接続（３８地区）
令和６年度末接続済地区 １８地区
令和７年度接続予定地区 ８地区
※残り１２地区についても令和１６年末までに順次接続予定

（ソフト事業）
県が開催する各分科会・勉強会等に参加



更新・耐震化対策

今後の課題

〇県と市町の連携強化

・ 維持・管理業務の共同化（県・複数市町の連携）

→広域での体制づくり（流域単位等）

→ウォータＰＰＰの導入検討

・ 災害時対応の共同化

→下水道ＢＣＰの共同化

→災害時合同訓練の実施

〇国・県からの技術支援及び財政支援

・ 人材確保（技術職）への支援

・ 新技術採用等の技術的支援

・ 国庫補助金、交付金の見直し・拡充要望

（国土交通省・・・公共下水道事業）

（農林水産省・・・農業集落排水事業）



広域化・共同化
事例



広域化・共同化
事例



広域化・共同化
事例


